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１．概要（Summary） 

  位置異性が制御された[70]フラーレン二付加体は、有 

機薄膜太陽電池の電子アクセプター材料として有望であ 

る[1]。本研究では、プロピレンで架橋されたビスメタノ[70] 

フラーレン（Et2-α-1-α-[70]PBC）を合成し、アモルファ

ス性共役系高分子ドナーである PCDTBT との複合膜

を作製した。その膜構造を京都大学ナノテクノロジーハブ

拠点の設備を利用して解析した。また、太陽電池性能評

価を行ったところ、Et2-α-1-α-[70]PBC は広く用いられ

る[70]フラーレン一付加体である[70]PCBM と比較して

光電変換効率が低下することがわかった。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 X 線回折装置 

【実験方法】  

 ITO 基板上に PEDOT:PSS 膜を作製し、その上にス

ピン コート法により PCDTBT:Et2-α-1-α-[70]PBC 複

合薄膜を作製した。その膜構造解析をリガク社製全自動

水平型多目的Ｘ線回折装置 SmartLab を用いて行っ

た。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 1,3-ジカルボニルプロパンビス-p-トルエンスルフォニル 

ヒドラゾンと[70]フラーレンとの反応により得られた付加体 

を、シリカゲルクロマトグラフィーおよび Buckyprep カラ

ムを装着した高速液体クロマトグラフィー（HPLC）により

精製することで、Et2-α-1-α-[70]PBC を得た。 Et2-

α-1-α-[70]PBC の o-ジクロロベンゼンへの室温での

溶解性（6.2 mg mL-1）は、[70]PCBM（62.9 mg mL-1）

と比較 して低くなっていた。 

 PCDTBT と Et2-α -1-α -[70]PBC の混合溶液を  

ITO/PEDOT:PSS 基板上にスピンコートすることで複合

薄膜を得た。X 線回折装置を用い、その構造解析を行っ

たところ、PCDTBT や Et2-α-1-α-[70]PBC の配列に

由来する シグナルは見られなかった（Fig. 1）。しかしな

がら、光学顕微鏡観察から、マイクロメートルサイズの凝

集体の存在が確認された。 また、太陽電池素子の変換

効率は、Et2-α-1-α-[70]PB が 3.25％、[70]PCBM が 

5.55％となった。Et2-α-1-α-[70]PBC の低い溶解性に

よりフラーレンドメインのサイズが大きくなり、電荷分離効

率や電荷回収効率が低下したことが変換効率低下の原

因と考えられる。 
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Fig.  1  XRD  patterns  of  blend  film  

of  PCDTBT   and Et2-α-1-α-[70]PBC. 


